フランス キンセイトシ ケンキュウ ノ イチドウコウ by 高澤 紀恵 et al.
『社会科学dャ ナノレ』 29(1）〔1990〕 pp.159164 
The Journal of Social Science 29(!) [1990〕
匡亘
ISSN 0454 2134 
フランス近世都市研究のー動向
Philip Benedict, ed., Cities and Social Change 
in Early Modern France (London, Unwin Hyman, 1989) 
高津紀恵
ヨ ロッパの近世都市は、長いあいだ中世都市と近代都市研究の狭間に
埋もれてきたg Jan de Vriesがし、みじくも述べたように「伝統的か，近代
的か」というこ項対立の図式の中では，「中世以降，産業化以前の都市」
は、その固有の歴史的性格を問題とされることはなかったのである (Jan





集した『近世フランスの都市と社会変化』 Cities and Social Change in 





















テルミーの虐殺前夜のパリ」 Parison the eve of Saint Bartholomew: 



































レジームの中心都市にJ From renaissance city to ancien 品目me











職人JConsumers, commerce, and the craftsmen of Dijon: The changing 
social and economic structure of a provincial capital. 1450 1750は，より
広く，またより長期にわたるディジョ y社会の変容に迫って読みごたえが



















プログァ Yスの職人」 The antisans of A1x en Provence m the 


























第六章 RobertA. Schneider 「王とトゥーノレゥーズの市参事会職J




市の運命.1698-1790J Economic change, demographic growth and the 
16d 
fate of Dauphine’s small towns, 1698-1790である。 18世紀の経済成長と都
市の発展の関係を探ったこの論文は，他の論文のように一つの都市を
フィールドとして選ぶのではなく，ドーフィネ地方全体の都市を一つの
ネットワークとして問題とした点でユニークである。この地方では18世紀
の初頭には10の都市が認められていたのに対L，世紀末には21の都市が数
えられているという。この間，都市のメルクマーノレが伝統的な行政，宗教
の中心地から人口の多さと商業活動に転換し，「都市なるものjの認識に
変化が生じているという指摘は興味深い。このように質，量ともにドー
フィネの都市に変化をもたらした要因として，軍事環境の改善，農業生産
の向上，新しい道路網の整備と並び，筆者は商工業の発展を最も重視する。
しかし，伝統的都市に比べて高い人口増加率を示す小都市群も，その内部
に立ち入れば依然として農業的要素を色濃く残L，都市的な社会的紐帯の
形成はいまだ認められないという。この点の解明は今後の課題として残さ
れていよう。
